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量］ウカ一17のー岨1論 OJ
晶筵につい]

さ砂

誓錫這疇句忍伺鬼抄オ

iL三皇ーも仁ーク叫も義が必要な母由
払 l炉巌五呈3ウォーク（Q匹ふ叫丑以和3囚）の元誤l:::.
券入してきた新参考て｀、す。み升尻をはし'‘あて、とさと‘‘.,［このほ

暑3ウォーク Q囚のー組的な定表が与えられていないご乙 L''
した。巧噂者か埠1号をも＞た対象危 Qいと呼訟‘、そ
の 4直を祖へ‘•3 。 3 E裔しい対象を否つけそれをQいと
呼吠、軒 rこな性婦をみつl1論文としていとm．そのよう
ぢ研炭の 1面俎か‘1ない、など‘と l＼うつ屯／）は全（み')g 
tん。ナムが中レ上げ‘たいのほ、その方向性でみ恥こ‘‘
されてし3ぅ着見点もあ3とl‘うこ乙て‘-す°
全℃の董3現象迄 Q囚て‘t這‘てき 3、というこ 'c.(c} 
おそら（威リ立たないでしょう。とな3と、と‘‘のよシなI見
象か Qいて‘‘言醍‘できるのか、そして、できない(/)亙
その戌界について孤べ‘ること tひぷ＇そら（、自然＇オ斗犀

叫罪尻しし］危噂のよ3こと疇し、ま寸。和 l戸をの
惚えも捐ちぷわもてい合もんが、厄崖かにいえるこヽ乙 lな、

加以桁に、非 7ご朋ぃとしても可立していない LL
いうことです。なも‘、なら 1ざ、骨牙ウォー 7~l,J の定茶
か赤 È、与えらお℃いむいからです。
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もしかしたら「：：：の現象ほ Qw?,‘｀右這‘がぎ恥いぅ拉の

塁ほ視杖‘℃も日観かもレれす訊。しかし r：：：の現象は

Gいて‘‘I3言E出てきない」という＃hの移泉を得るこヒ lみ
知目的に斤叶月とな現杖‘となって訂｝記3。それほ、彬嬬
的にもし(_[}オ訂訂的に困韓T:::.、しから 7いほな（、単に Q囚

の足茶か‘5えられていないからです。
ここでがっこよく rG w (J) 危桑｀ぼこれて、土と言え、

角 Iざ`討 laiさやいのですが、オムにそのような力量は甜

そら(tJいでし七う。以下の節 7‘‘Qw(J)忠義のー舟も
桟示しかすが、こ九がたたき自 □な心、よI)ふ定義
か疏見され3ことを、望んていき1。

§ 2 d次元店燻っき疇研鱈lの固

砂の定桑、の私疾を述べる剤 1こヅし準錆］をさeて
下さい。まず、 d次元店橡っき H,I区叶空朋の屈 t
危しまり。 QWI&その上に作用しさ9.

麟
4 t自然坂と鱈。匁を凡1恥叶空朗とすふ圧芝
尉上の射影捐l匁、すなあろ、尿olの B。叫昔乃耀

合に冗 l：：作吊す3直交身暑¢対応さ已3、可篇か

し的印象て‘、 E （記） ＝叫してみ 7::.すものと認

月（砂 E) をん文デ虐嗜っき H;lbg直麿］と呼砧l

し‘さ鬼表 0 （冗 E) を力象 (Objも）とす忍よ

う怠凪（国e和ツ）を考戸こい℃思います。飼（～呻竺

am叫をと‘万）ように鬼めにらいいでしょうか．
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茎
井象（加 E)から井象（冗2,IE:2..)への身 V とld-冗，

から加への終形有界f句誌 V:知一加のこ乙で瞬。」

ここ℃‘』知感を覧え3方か｀いらっしゃるかも知れまピん

豆遠紐‘のことて‘｀す。上の定茶で（さ Vと戸 E2.の

朋1糸性についてイずの言るもよ）まtん． 「こうぃぅ月1条
／性をもっ Vのみを知し考えふ」と言え加ざよいのて‘｀すか｀：

研尻這クでい（中で、と‘｀うやら、度I任I}生の庄さと
しc13っ雑の定茶か.ぷ')えて、それぞれが乞礼すむ）

に庖味ももっことがちがってきさしに。少レ面倒かもし

れきもんが、見しいただ｀け 3とうれしいです。

呈、（店限伝埠ぃ Clふ Sヤ曲 lo叫）
凰｝旦）がら（鳳 Ei)への身 Vか麻厄伝諏
て浜3、もし (laS伍両 lo-lて，、ある、とは立をみ
たす正虎表が存左□ことで戸 °0

心＋記（立ノ心ュ）＞尺のとき tさいつも、

「呵-e... (V巳（立））上「→ゃ (E」晶））.:.J

この性質ももっ身 Vかどのかうな4位賃をみ7:::..1
のか、防府言忍しておききしょう。 Hib玩＋空靡l砂 t1I↑ 7ト
ルふが与んられると之 l1) 式て‘‘佼ol上の恥叫

測九か与るられます：
2 

記 っ⑫ •—• IIE, m)3/1. 
恥叫
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もし、 3I € i叫炉-(E1（心））なら l吝‘¥¥ 

II EI（止） 3，112= II EI m ^ 立）ふllユ
ですか5、31と巳か、咆殴測度｛和(1,上の5則度
です。逆に上の等式がパ立す3ならば、＆ば

とす3ことで、 3IE i“弩ゃ (E1（⑫｝）が逢がれ戸。
続ぃて，升ュのべクトIしV931 と応がど‘のよう

な祖II凡t定めるのか、みてみ庄し已う。へ‘‘ワトlレふが
匹炉ら（心） 0)元なの t‘‘、 V] I'ょ氾竹e(VE1(J1』)

のテバ‘` す。 畠叫告砂弗合 J入ュこ尿d と心、 1 (f)珪

細か RJ::'J大い固互が定虹測だ炉
叫 c 豆い、了 CV巳（⑫，）） ...L「→虞幽I)

的 If E心年） VぶII

= < V3lノ巳（』仏） V3 1 > 
= 0 

｀かれ戸。つぎJ Vふが定パ湛噂ーの白は

3 か~宅ぁ3 測及の包と握な3 かもしれないが‘、
距麟 Rよ）大き（ほ動がないのて.‘す。
この怜情屯みたす如 Vto、史は、汀努を迎め
ていく紐点がらすると、少々、谷付が着之しすぎ‘杖

す。ふこそれ古‘)も蒻ぃ弁舛屯みたす約 V I：：：：つ

いて考えていきたいとおもい与］。そのため l::::..、

記の匁片の Uぷ＋aツ及視 v1ノ Vュを用い
吝弓：
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VJ (k):：：：：： J -i <kぶ＞ 4 
咋記e EJふ） .Jk嗅

定義の荊 1::...、 Vュ(K)Vv1 (-K) が孔から宍ュ
への存界作用患 t‘-み3こど、よヽぷ互‘、届恥乍用吝の

令鉢 13 （冗，一→↑し2)か 8砂屯ふ空麿い3露こと
に留意レきしがう。花（礼ー→加）に危も汀朋翠こっ

いて、品続性微分可能性を考えることが畔とでし｀ヲ．

彗
。茸像屈ol9 k ~• V.2. (k) V V, (-k) がか（内の
記ー鑓履 tふ帷戌こ郎オ斤陸続，されいとさ、

Vか鉗析的な知て‘ふ3という。
。酌像記9k ←→ v.2.Cle) V V, (-k)が C竺級

で紅とき、 Vか渦ら力心釦でふるという。 .....1 

立のこ辺を可、すこ‘しが口「能で 9:

堕
4ン廷j口棧っき Hi|b吋空間 (7-L,ノ E,J力‘ら （7-l之，，年）

の^舶 V について、
。厄限伝祐及ならば｀角財斤的でみg.

。箪枡的 tふら（ざ渦らか(,,̀ ’み3。 --i 

給寺（み臼 B月て`芍。 泊半も少‘しが‘ん (3‘3と子、亡注

す。底限伝糊して砂心℃いう弁舛（さ托か＇）や芍いの

ですが、キ及ぃ lこ（いで引。月iホ升g勺'LL‘う条付 Iぶ喜i
いじ訳、井自 B月（、乙 5西匂が思` っ tl ¥ 3)な定ョ呈をい

（つか、瘤ききす。ぅ局らがさ Ic).、完 (J、項私立的（こ
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訊疇iTふ3こ℃を心もしていg弓。

§3 昌和ウォー7疇条

QWの兒茶とし 1..以下のものを将訊するのほいががで
しかうか。

註
（冗 E) を A炉辺婢っき H;1如如租と料（凶te~
t丸上之の U兄［に表視とす 3。 3つ印．且ヴ

（冗 (U+）七€之，，ビ）

tふ欠天 Qw'G呼ぶ‘°
...1 

ZのUふfい見のがE)に尿の強五峰伽＋吟‘
表視も考乞たものを且綺吋紺1Qい）と呼びそ月。
さ1..、立年は非ふ心ゥも砂も刃孔究され C..L ¥訂。

＂心考戸と、 U心ゥみ視という徐舛ta3気すぎ‘汀
舛かもしれ在もん。 ℃‘のように谷件ち討あたらよい

(f） 力'(ひこれがらの研究謁恩lc..`、す。
上の定表でしiU~ Eの朋佑t:::..ついてこ伍も言
及してい 8もん。 E,a-.伯らかの o{1国の観v湛1可惰尼燈の
細互‘‘凩哨観痢a科鱈なもの、 U （古伯らかのが琵、
に対応さ t3ことか‘できさすが‘、 Uか観遠I司料董の
他を大きくかえてしすうの［＆不臼然な気がしずす。

そこて‘‘Q い（冗 (U+)t€ 々 I E)の必ずふャ；f-1を次
のように角めたい℃思います。



118

彗
枷吟 i乍月各じ；れ一れがJ女冦K梧っき Hilb吋
謬仇E)から（1-l)E)心舶として．和年齢（箪松的ノ
沿らか）て‘忍3'lさ、 Qい（丸 (U+K臼厄 E)が届兒笠琳段

（忽枡的、渦らが）て‘‘み3という。 _J 

さて、これiで‘しぃ研尻されてき T辺 3Wはここて` し鬼ぷさk

1~ Qwにふt1守33のずしわか。文の1かlてみてみすしょう。

且i
s :』2.?.-』.2.を t正方向への砂＋も吋叫＋としよす。
汎立塁c<C2. ァ咤祖1oU ~』ふ釘→旦®む
t 

U=( >;-,)(; -:) 
這臼。こ汀‘d..I¢ は 1応 l(J,I ュ＝ I~ み 7~1 様冬
良如‘、ホ，射号j滉1九 Elaこ欠の和羹ぷよす。

t :民っ几二 E血）直（凡）
曹 E(J1):』違虹2..→見直）匂．

0ぷ

このがうに克め恥

（凡 (Uりte2JE) 

は 1辱砂を豆訂。 Uい1`曰i蹟布しぽ Z上
の位詈をす‘らし守すが‘、仰距為位 (3品々 Iずす。
ら t、この Q凶ほ莉限伝柏丘‘芍。ここがら箪析ヽト生

こ琺らかさも毒なかれ吝す。 _j 
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QW遺知、同、オも見分和存在t井存在、且麟
13場合の極限峠豆＋箪が、: ~寺 l:. 咆要な噂れ象 'c...
祝す伐されていm。私T::..ろIJ3っ紐を用い3ヒ分布
如埓胴的屯化［＆次のかうに祝迂‘て‘き存す。

砂 （丸 (U+)＋豆 E) の比lb~叶也朋l ?しの洋位

へ‘̀7トル3を一刀弩んて‘}籾割へ‘` クトlレと呼ひ‘弓しFう。
ヘ‘、 '7 ト 1レ ~'l.. E lo-初恥分斤

討っ心~ II E（心）3II巽困
B。,.....d

t鹿あます。こ知3隅窟年3訊左です。 記上の射彰測
九Eは国哨額鬼Il鰭いな必 i固の観現(l牙眼量のスペ
クト1レ分箪しみ3こどか‘て‘―ぎますが'、 3l::.;対応す詞哨
硼年侑石が上の剌九です。

恥如I表現（い）＋心の作用にちて、 3も次の
古うに哨閉麟し寺す ： 
3, U.3,1 U包ノ U3jノ＿＿＿--・

。
こ0)一つ一つの茸位べクトlしが、尿心可幸違況を

豆且砂の匁々の先行研究がら、靡告窃石が、

七に比侑Iしtjムが＇っ tいくことが‘羊IllRレ乙います。
む t 記臼胸島合を哨聞七て｀、た瑾して1号ら
れ35恥l九

_)),+（J1) = II El心） U唸ll2

t考え3ことか自然て｀、す。
:れ吝℃いの GW研究て‘̀ (a旦件的な QWに加t、
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そ噂算げぅ仁が＋の麟在、卦鱈環べ‘｀恥

℃か‘グq-b‘ っ 1:::.. です。加たろか•本研虎て‘＃鱈し T":2..­
ー卵的な秤紺込みず、何か兒理を寺、すことほ咋しな

のて‘‘しょうが．栓粒分存の店在も可、すこと（み、丹．逗的

に禾日賎て｀｀す。しがし、次ち示すこ't-(3引餞です。

足逍
（和 LUり七a E)を潟；；がなん欠デし Q w臼ふ
3 €凡も仕急、の単位へ‘‘クト lu t..該。こ O'¥とき、
応信＆→辺舒分昇合 K て‘‘

』；い乃 (K) ＝1 
ヤ→～

t み T~ すものか‘存在す i.

一ここt̀．3€礼 t i釘もに蛋へ‘、3'[_いうこ乙戸謡し
2. 

てみ寺し f-う。 J1 ←→11 E（心）311 てゞ 与えらあこ
確恥則九か石翠・て‘ぶ云、知吾 l°d-ぷ）ません。さら 1こ

謬ば‘台が‘記釦本て‘‘よってもかすい寺亡ん。

砂 lさ囁らか t‘'さえぶれは‘‘、かI

3ノ U3.IU2ふ----
が定め3碩年是1九は却直均に府辰イ乱船 t‘‘ すが`、
これは砂の 3緑分日観I~ に中呆するもの t＼戸
、し言えそう t‘、す。ちなみに①守知げげ恥 /<c記
の半径 1か u'r..司い酎界旬己＃役作用集

DJ = S印d 裕 E(dx,--—凸）
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の交塩五肱rW¥.

叫 y

＼吋<A 
11 [ uノ叩ll

の一ン欠式‘で上からキ卯えられざふ

糾身砂ォークの届

Q囚 0) 逹茶を与えさしたが、各◎囚はこ礼まで

のとこる苔::.J t,‘ぶリ、相互の翔l州涅 I:::...ついてはま
Tゞ` 1日もふ‘べていず旦。 1か1えld-2つの GWか与えら
丸1::.℃きに、

[.2っ喝℃‘れ（らい似ていむのか、
・片方 lct-もう片方の翻分Q囚なのか (aないか、
といっ E朗いを立て 3ことか‘できてもよいの t"（さ
いでしょうか。このような閲1糸性を G囚石翡丸老の直
感亡‘けに頼るのて‘埒訳、彩ば的な危武‘化を与えL

みT：：：いと思いき恥

これ 1＆ホ＇そら（、各 Q いを井象 (Obj~) とし、 Q囚

栢恥閏佐 I性を狛 (Mo中いら evrvu-W)とする固（

凶守ツ）を定条戸ことに←て知見する z.'‘し戸。

砂の国守ツを定ふすると、俯Iえば；欠の 2っ

の日稽、が明繹なものとなリ戸．

のQ囚の分羨届゚ ゜
凶守ウが忠狂困、同型舶這表が与えらぢ

吉 3 。 r2-::> の Q いが同面であえ→という ~/;:_fl月み窟
な定茶を与え3ことができ 3ざう lこな）与3。
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③且紐舜朋砂に該硫飼罪紐矛雑噂

ぷとて` ー匂計しい生‘へ‘、3ように、 Qい（和（ぴ）＋心ピ）

か逢結哨閏 Q い（丸（叶）十€翌 E) で戻視てし｀謬臼．
対象がぶわち 0炉4（凡釘）＋豆 E)の上に直蔽
自乙同迎釦 0)群が5えられ3ことか‘、年‘IB釦しま3。

つ8‘)0囚の函を定式‘化すい乙':::.れ和‘.？託丘

てこなかった問いを阻うことか‘司既にかるの t‘―す。

闘界を進めていきざ q と、 I::,欠元鍬枡的空朋—碍土砂可B
ほか稔‘)そのオ為造力祖咀できるとわかリ合しによ）広

いクうスの Qwについても同縫0)年甜呈t信 7:::..い℃考えて

ぃ3とこ3℃‘す。
少々詮が長くなっ 2しまい和しに。 QWP月の知の

免茶を与え釦しャう。

彗
Vが‘QW（叫国）i達E)から QW（翫（U:i.-l臼

巳） I¥<5)身1てし、認這、 Vが凡，力‘5冗心緯形店界作
用急で

vul ＝山v
tみT：：：すこ'L,t.言う。射 V(J)硲fルし衿｀ヶ（酎鱈楓箪枡
性囁らかさ） t房堀 E，ノ Eュて‘‘定める。 」

すtぶわち、 1心ふwiぃrt舶とみなすことにしよし
ぷ).I叶叫w池ャか、 2っ5えられると、その合成‘もf
ぇ 3 こ tかできさすが、再石‘、1叶ぃ如;~とな＄ 0)て‘’̀

を礼屯も心身り合成‘とし訂。 QWか Hi伽吋堂閉凡
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に作用しているしき、凡上叶旦緒茸f象し-a.QWJ:の怪笥射
を与え臼。

2.'")の Q囚明 lこ痣らかな同聖身がふ3とき、 2つの

Qいか‘箕叫四であ恥言うことにし寺し戸．

皇`
4 虞） （U1+）+E之,E,）℃ （叫ノ (U2)＋g Eュ）を Qwとしず

す。次の条件tみたす線形為界作用素 V：冗ー加か
存在す3とき、 2つの QWが S氾 rlcrて‘あると Lぅ`：

。̂ vu,=uュV
。Vlo-iii近
。記ぅ k一Vパし） VV,(4) €13(孔→瓦）
が‘•COOー緑ふ． 」

文にみ噂豆尋戻lo-叫勅的翠易 l辻這てき訂つ。
。2つの Qwか詞叫aYなら lざ、 2つの Q囚の間に
喝らかで Uni如 y-zは詞うなl.ふ心叩（船）
か厄た料
。噂元酋訊的空閉ーオ阜 QWを翫ふriiyて‘‘
笏緑戸こと lc3--、第オ分的かっ司追な1w+釘 twinむ
由）の存在にむて分鯰するこ℃ ℃国し‘` て＆S。

。2つ 01QWか＄が1屈て片方の a囚か社
猿分布をもては‘'、もう片方の Qw秒栢匂衷
分和をもっ。

Qw直坊に宦点を晋ぃて、箪説し寺しにか'‘、 Q囚閏 rJ)
射t考えること 0)かl．点はこれに立‘1ぎ）きもん。
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皇、
砂（Jt)ば）戸 E)が渦らかな蛙続辟間砂

（閻 (u（十））＋違ノ E)

て知見される 'llo-、困噂馴絨 u(I\,i十a7 表現（叶）も€象
かいれして、[。 U(l) ＝U もみT二し、
。すべ`てnte屈について、 U（十） （噂らかで蒻立。」

すべてのt€屈について
uu由＝ U(十十I)=u叫

か成拉も訂すから、 Uけ） l古 Qw（丸ノ（び）t心 E)
上の釦罪印叫れも与え寺す。つ初、 QWか晶給産間

Qいで嗅視するtぶらば‘、て(J)QW 0) 上に—径坂叫司
2局迎身オの群が与えられ切のです。
この僧丘‘‘lみ一つ一つの Gい）を別々にとらえるのでは

T§(、1ふ叶wi心 rも釦（心叫ら a…い）とす3膨令性
で綿b‘‘ つけられてい3ことを殺諏し3した。 Qい叫固
の枯追か鰭明され知ざ‘、 QW 砂ぅ緑か司跳{~
す3]Tご｀けて‘しなC¥逢緑峙摺IQWにが3如見可観性

の判定もでき 5ようにぢリ訂。
はT：：しcQWのOOの柑古造も角恥月鱈ことなどてき3
のTゞ‘3うかとあ‘考んn万もいらンしゃ 3かもしれざtん。
—船がaw lこ 1 ＼ヽ cl田巧窟かに藉かしすぎ‘5誹雑かも
しれ、寺もしか‘‘、 QW(J)あ3グラスを桂定す3と、その刹
傍直しこう＼ヽて le}、比較的忍島に第明す恥とが‘t̀ ぎ`る
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かもしれき試。 1か l えば‘、 I 決元第枡的磨閉—様 Q鴎厨
については、その積造が半＼ B月しきしt：：：。厄刊＇尻 t卓ぁ’ていさ
T：：＼ヽとこ 3 ですが、高次元化はおそら（雑と、空間—棒とい
ぅ徐件lo-もしかしたら外t3かもしれない℃いう危免広て唸｝。
しかし解析 I卜生 le)..外もないのではないTゞ3うかと考えて

い紅。丁°i'lov-ゑ町雌直ヤノし～及恥ぃ年細

穀的料恥造と鱈杭I生は同廼ですが、この報茄性が｀
分蜂呵斜 I氾℃庁、埋的に結び‘‘ついてい＄お譴が

します。

鱈旬訊ー札知ウォー7嘉茶

ぶ3カ爵糸妍饂彗-て‘｀琴噂、さ‘っ（Iずらんに言
えば‘、平行移勧さtて力＇ら作月さ tたものと、作用さtて
からヰ行令笏勧さ t,T::.ものが一致す＄こともいい訂。それ
lが知宛表砂粋卜④で｀定式‘化されます。

旦
4っ緯（九ば）咋をノ Eノp)か空歴＼ー様ん泥元ow

て‘ふる氾 l~ こい詞件が成＇）立っこ 'c.:
(j) （叫ぴ）＊ E之土）ほか炉区叫ノ

®少＝（pcx)）文€召 1a が (J) Un「加ア表現ノ
R仕意．の B。叫芍分毒合肘ら⑪について、

戸Z)―IE(J1)/に)＝ E（⑪口）J

＠すべての XE.ざについて、 Uf（エいがエ） Uノ

c白匂度 几＝ 4,‘厄,'~'= (LO/I)~) が旬＆ニ
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一

闘 翡砂 lo-以下に示すさうな、少這体的なQWとS叫匹

で`す。

鑓

4女元角オ分的皇閤lーオl(砂 ((jみな、皮阻ー桂Qw
は2.が®訊 (U-1-）t€之ノがL::.← 3 Eノを4の正恥l心見）

とSr心 lar
」

釦知勺 QlJ..l't.嘉wll砂なQWも箪枡的です。
麟ー様QwO) 研究て‘｀は並屁ぶ豆度換か月 l• られ
さす。私 Tころの薪ぃサ平紅這t‘‘ どのかうに言這心本恥が

みてみ合しら。 E心←考換，

ビ可＆Rむー』2.をo(Rぐ

t矛℃ふことこしさしゎう3 これt月ぃて、上の定逍
に鯰砂を恋喚しきす。 Hdb叶空閉塁向む
ほ念い L2..でo(RCCd.t：：寿喚され、 U叫と作用素

じぼ ッ

u=字一lu宕
に屯操され訂。を4にぷって与えられるムざ鱈い上の

船影湛l丸Elさ、 Td...1::.の傲知乍用集
I c!} I 8-
云うにI J - - -.ノ 戸叩

の同峙スイワト 1し分偽柔合に壼舞され寺す。をo(の

声狂l表現PL吝 L2万o(RCnに作用す3己麟
に芳瑳され寺すが‘、こ知さ Z4が与え＄万屯心い叫窃
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にぷ碍い濾表視に一致します。

一つ強調し汀古きTこいことかか）さす。新たに今紐°

l L21r知訊心）＋迄旦が碍杜噂ね見）
も 1昇訂が＇、これも空問—祥ぷlw た‘‘という設立す。こ
れ守での Qぃ研知いは、逆 F。ゲシ窄捩し豆詞違
屯こぶらお校るも(/)てむ兵℃ Q凶てで心と（訂召もれ砂なか

っTこのて‘‘l3玲いかと思いきす。祝Tころが‘ここでゞ 準為した
料饂みで‘lo- 、逆 F砂心如急 G も立派な Qw~いう
ことに芍＇）序す。

ふ如r1汀豆 0はむ(L2.沢） 0¥元も疇叫に
並へ‘` に行かIz.,み3ことが 1‘、さきすが、

。Uか‘切町ー拝心ら lざ、 Ci0)各成知さ Lo01J％の元に
よる掛l1漏作用急て‘‘さらに、
。U力‘ト：骨らかならば、 C峰六信 87JA上のざ級
朋数にざ叫掛L1喚作用集、

。Uか狗豆ヰ分的なら lざ‘りの各式分 ta汀4上の第析
閑製占碍l-tt恥叶

て‘‘す。こ這 F砂牙変換訊ぃる乙次の鬼哩を寺、すこ℃か•
可糾て‘`す。

兒母
olン炉げ祖析的空朋ーオtQw（さ極限分序をもっ。 -＼ 

ここで註明す3こti&できまもんか、その要点に1いて説明
さtて下さい。
訂‘‘閉楚も 1シ炉戸鳴合い烏羞しい。分討枡的 QW
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はいか麟疇で認立環いえ紅、硝封紐の

特性閏坂(F。凶氾崚換）が収＃、す3こ'l..t可、t（ざ‘十分だ‘と
紐リ否永ら応む考喚バ遠もいうには、史は必廷

の虹閑可灯「直紅 l直射彰して議論してよいのt‘す。

これか虞元の視合に帰羞され3ヱ里中です。

緑ぃて、 I:::.灼元箪析的空間—桂OU バ虚
分府をもっこ乙を可、す讀が改）訂。 u0)並F包心ゲ没
橡〇ほ銀松的な耀

。こ 1丁 1 —→ A4w(C)

t与え訂。 O0) 1象か Uり［転ッ行列て‘あるこ⑪踏拉ユ
次を可、すことか‘て‘‘き寺す。

量u t uw忘戸叫像乙する第伍譴

＾ 
Uこ可― I――ぅ川心）

汀る。 lI1内のすべいの E間I（こ井して‘}1f届の陶網敬

得：エー→丁：＝位€CII2| ＝叶ノ I-SJ叫

と几偏 C1)解枡的尻像

叩J:1 -→  ［几 J I <J廷

か嘉応してこ廷もみT::.訳すへ‘‘Cの kElについて`

贔作）ノ 1 ーーーノむい(k) 1ひ C州の兒令正規邑交糸ず、さらに一
ヘ

和‘‘てのか l：：：ついて、 U (k)庫 (K)＝ 2, (K)叩̂（k)..J
寸寸 d
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つまJ、厨肴ベクトルか退‘る尻含正規西交令炉JJ断（＆ふ）

か‘江恥て‘、す。一つ用語を忠氏しさ奇。

彗
上パ直危げ腿疇位 1~1J を 1ン廷躙

的空間ーオ奇べ砂 U (f)麟偽蘭粒と呼ぶ。 J 

ささいなことを気し口しないで第誌ずいと、 QWO'IJ笹凡ぶむ

麟 0喝瓜和釦麟i沿に昇掛け噂如註tぶ幻`、す。
戸砂 U が極浪輝 l3、集影：恥l九Eが与え釘這
疇叫戸す。位置といぅ認剛賂暑の近三

麟 lさ可1上の微幻切用寺吉晶て‘｀す。
rI d 

五 F0応I切し麦ヰ氣して 1号られ~ Q w O 0 1r-f平 1-:::...
ついての杜麟色t考えることにな3のですが、こti,18-
すないち、囚麟閏数湯 €7J C.[0) 1扁角囀窃

I 
叶忍勾沿い戸麟

咋心与えらネ届ことが、中l明します。
以上がオ切配分布の席在起埋-(J)概要て‘す。なも‘` ここ

吝で絨面這9¥‘ てい3のかといい臼と、先匂研如こ茜
'）か恥1こめです。よ(3I恥い心認論文で‘喝、麟

”放焉が一1面蘭数て‘芍、3と0)／思いこみがみうl1ら
れます、それ以肖りに国和麟数 ,/ljの存圧を知噂して

叫。／j皮ら直認の伶大のP乳羞麟ほ媛らが;;{
Qwぃ呼んでい 3の力、明弓されてい寺せん。ですから

畜栢のいうぷう lこ印和釘閉勘か分価簡格でよ3俗」
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か‘作れ8のかもしれ↑よいか‘ヽ 伽Tジ5喝うれをQWと呼(3‘‘
ナぶい_jという、逃げ‘口上か可饒 lこなっ℃い釦のです。

§ 6 I次元御枡的座藍＼ー様骨3ウォークの分類

上の祖蒻におて、 Iン廷趙鵡的躙—オ上Qいを分類料
こ氾か‘日情tt‘すヽ。 17J冴詐！のために屋lと牒l手も月急しざしぉう。

望はっの風）

。Q糾： 1次芍祖納座P訃ー様QvJ全体直らがな司清糾
。メ(lJリ： 可 1 を鬼桑改‘いし、寺包祖億lの様集粒を5途

と蒻多価培松胆板全外叫国．（h1国の一洒箪析
周数も n1西の第松簡粒乙みなす）．定ふ戌‘這
転にさる蘭粒の平訂衿動も舶℃定める。 J

 

メ(lI'）にぷ心砂1の月象 (Ob戸七）鱈甜輝記這・`
咋い‘｀す。そ 0¥1こめに2っ厠手を起め訂。

皇 (£).J~Q 以ー→A （加）
心宝鯖枡的虹月ーオ阜QvJ uに Uの国却邑
用粒t対応さt3.

Qw閏に叫吋如心が認と、国酎直胴数閏の平行移
會力が与えられます。これが乞）） I::..<筵身寸の井八yで9。

...l. 

呈（モデ‘IレGw .MQ : _A ClJ1)-→Q渕噂這）
入か‘万＇上の⑪姐の一油鍬オ針胴粒 (Aiノ---ノふ）

のとき（さそのモデ‘lレQW 爪 Q(2)を4卦け墳作月忍
屈い e旬 L守りの直紐
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川[~ぷf) ---.〶 M［口€ね (L而'ocり

で危めi。偽ィ曲閏狛0¥立し::,Id--ー区夫しび望全する。
ー一

閏令 g).)は知Tこちが厄紐」ぃ呼ふ‘もの、知もバ‘み恥口か

次て‘‘手され訂．

如厘
・仰。_MQ。・凡(lJり一ぅAば） lさ＇附誼＼合。
、すへ‘‘1(J)＼次元侑料紐勺立簡ーオlQWuについて、
刈 Qoもい (U） ℃ U （3 S泌 ilar • ー」

こm知日から 2っ0)QW U1J U:l.. E-Q副いl‘て、 l崎
麟保併か月1迪t‘｀紅こ乙力噂かれ字す。

。U,'l.U2.が Sr必lav-

o eい(U1)と鱈(Uュ）、つ3直輝胆数が、
誌成叶国籍加芦ぃ lこうつ 1)まう，

戸、直鯰峙閏砂豆：る東如＼築性 l這遭のー径坂

叩犀謹1の存在 l-:.,いいがえられ5訊ですが、上釘宅逍

I-a-国切w10)オ轟造t第萌し℃ぃふ立‘‘、 この点につい
ても伺か締果が得ら大そうです。

ゑし｝ヽ
虞元瀦枷力醗—林砂 U か‘卓続噌月 Qw で知見
され釘：：：めの於母十分徐併しさ、国和直閏彬却(U)0)令1..0)

祀結成分 mm転懃が Oc‘‘みることで認． _J 

この糸をもっ?..本す為を閑じたいと恩ぃ訂。


